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霧脚
旧飢瞬薇ヴ議
「ガ∵
・

「ア
ポ
電
」
（事
前
電
話
）
を
か
け
た
後
、

住
宅
に
押
し
入
る
凶
悪
な
犯
罪
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
息
子
な
ど
を
覇
っ
て

「か

ば
ん
を
盗
ま
れ
た
。
金
を
用
意
で
き
な
い

か
？
」

ヌ
一社
の
金
を
使
い
込
ん
だ
。
い

く
ら
な
ら
か
き
集
め
ら
れ
る
？

」
な
ど

の

「ア
ポ
電
」
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ア
ポ
電
の
対
策
法

◆
常
に
留
守
番
電
話
に
し
て
お
く

◆
お
金
の
話
が
出
た
ら
電
話
を
切
る

◆
家
族
を
名
乗
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
以
前
か

ら
聞
い
て
い
る
番
号
に
か
け
直
す

今
年

（令
和
３
年
）
に
入
っ
て

盗
難

（万
引
き
）
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
平
和
堂
や
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
店
舗
で
の
発
生
が
多

い
の
で
す
。

万
引
き
は
、
犯
罪
で
す
。
軽
い

気
持
ち
で
商
品
を
盗
む
こ
と
は
、

犯
罪
で
す
。

店
舗
に
は
、
防
犯
ビ
デ
オ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
と
自
転
車
の
人
傷

事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
今
年

（令
和
３
年
）

２
月
、
３
月
に
石
山
管
内

で
連
続
発
生
し
て
い
ま

す
。特
に
、
交
差
点
で
の
飛

び
出
し
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
急
な

進
路
変
更
は
危
険
で

す
。
進
路
変
更
時
は
、

止
ま

っ
て
し

っ
か
り

後
方
の
安
全
確
認
を

レヽ
斐
Ｆ
）
ょ
いつ
。

悪
質
商
法
と
は
、　
一
般
消
費
者

を
対
象
に
、
組
織
的
、
反
復
的
に

敢
行
さ
れ
る
商
取
引
で
、
そ
の
商

法
自
体
に
違
法
ま
た
は
不
当
な

手
段

・
方
法
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
商
法
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の

多
く
は
、
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「悪
質
業
者
は
、
う
、
そ
、
つ
、

き
！
」

「う
」
う
ま
い
話
を
信
用
し
な

い
１
「そ
」
そ
う
だ
ん
す
る
！

「
つ
」
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な

い

！

す
ぐ
に
契
約
を
し
な

い
１
・

「
き
」
き

っ
ば
リ
ー
は

っ
き

リ
ー
断
る
！

不
安
に
感
じ
た
と
き
、
被
害
に

遭
っ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
へ
相
談
し
て
下
さ

(4月 20日現在)

事 件
職場ね らい 。・。1件
置引き ……  1件
自転車盗……  1件

交通事故
人傷事故 …  1件
物件事故 … 19件



地域安全ニュース(せいらん) 令和3年 5月 号

例年、3月から5月に山火事が多<発生しています。原因として、この
時期は風が強<、 空気が乾燥する上に、山菜採り、登山やキャンプ等入山

者が増加することが考えられます。

今年の2月に栃木県足利市で発生した曲火事をご存じの方もいらつしゃ
ると思いますが、山火事は、ひとたび発生すると消火が困難であり、付近

にお住いの方々に大きな危険を及ぼし、貴重な森林も瞬く間に焼失してし

まいます。

「たばこのポイ捨てで枯革に火がついた」

「たき火が風に煽られて予期せぬところまで広がつた」

「バーベキューの後始末が不十分で雑草に着火した」

など、山火事のほとんどは、ちょっとした不注意によつて起きています。

私たち■人ひとりが人の取り扱いに注意して大切な森林を守り、みんなが

山を楽しめるようにしましょう。

せ
い
ら
ん

発   行
大津市南消防署
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晴 嵐 学 区

地域安全ニュース

晴嵐市民センター

【山火事予防の注意点】

◆強風0春や乾燥している時は、たき火、

大入れをしない

◆枯草等可燃物がある場所ではたき火をし

ない

◆たき火等火気使用中はその場を離れ

ず、使用後は完全に消火する

◆たばこは指定されたところで吸い、吸

い殻は必ず消すとともに、投げ捨ては

しない

◆火遊びはしない

林野火災原因別出火害」含

(平成27年～令和元年消防庁統計)

令和 3年全国山火事予防運動 統一標語

「あなたです

森を火事から 守るのは」


